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新洪水予警報等作成システムの概要

○従前の洪水予警報等作成システムでは、繁雑な文案作成を、少数人員で他業務と兼務しながら行っ
ていたため発表に時間を要するという課題がありました。それを改善するシステム改良を行い、令
和7年3月2５日より、新システムとして運用を開始しました。

○主な改良点は、①１つの文案を複数人で同時編集が可能に、②河川水位に応じて、システムが文案を
自動生成して、その結果の通知が来るように、③一定時間未発表の場合も通知が来るようにしまし
た。また、洪水予報文を見やすい図表を用いた様式に変更しました。

○従前システムの課題
・洪水予報等の発表に時間を要する
（入力・確認する情報量が多い等）

※複数の基準点で発表基準閾値となった場合や、水位上昇が急な場合に、洪水予報等を適
時適確に発表できない。

○新システムのねらい
・発表入力作業の省力化による発表遅れ、見逃しを回避
（洪水予報等、発表文の見直し、システム操作性の改善）

・図表を用いた分かり易い表現とし、情報の受取手
（市町村、メディア等）の災害対応を一層支援

○改良ポイント
【入力作業の省力化】
①１つの発表文を複数人で同時編集・発表が可能
②河川水位に応じて、システムが文案を自動生成し、それをチャットツールで通知
③氾濫の恐れがある区域を自動抽出(直轄)

【発表遅れ、見逃しを回避】
④発表基準閾値を超え、一定時間経過すると、未発表をアラート機能により通知

【予報文を分かり易く（右図参照）】
⑤発表文に分かり易い図表を用いた様式に変更
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洪水予報文の主な変更点

（追加）
【警戒レベル相当情報早見表】
・主文にある各基準観測所の状況
を水位レベル毎に視覚化

（改良）
【水位グラフ】
①各基準観測所の現況及び予
測水位を示したグラフを視覚
的に捉えやすく改良

棒グラフから折れ線グラフに変更

②基準観測所ごとに警戒レベル
相当を色とともに表示

○川の防災情報や気象庁ホームページからどなたでも確認できるPDF形式の洪水予報文が、分かり
やすい図表を用いた様式に変更

○主な変更点は２つ
①警戒レベル相当情報早見表の追加 ②水位を棒グラフから折れ線グラフに変更
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更なるシステム改善について

○本格的な出水期前に、関係者で訓練等を実施いただき、本番での円滑な洪水予報文の
発表に備えてください。

○また、洪水予報業務の本番や訓練で実際に操作して不具合や改善要望などあれば、東北
地方整備局水災害予報センター宛お知らせください。

○令和7年度の改善予定は以下の２つ
①新しい防災気象情報の体系・名称に基づきシンプルで分かりやすい情報名称への変更
②都道府県職員を支援するため、補助河川における氾濫の恐れがある区域を自動抽出
する機能の追加

洪水※に関する情報

分類 現状 改善(イメージ)

情
報
名
称

5相当 氾濫発生情報 レベル5氾濫特別警報

4相当 氾濫危険情報 レベル4氾濫危険警報

3相当 氾濫警戒情報 レベル3氾濫警報・・

2相当 氾濫注意情報 レベル2氾濫注意報・

⬆：洪水予報文等の情報名称をわかりやすい名称へ変更
破堤地点

名取川

自動抽出された氾濫浸水区域

浸水想定区域

システム内の地図上で破堤地点を選択すると
対応する氾濫浸水区域を自動抽出して、文案に反映可能

⬆：氾濫浸水地点の区域抽出の自動化(直轄のイメージ)

※洪水の他
「大雨浸水・土砂災害・高潮」についても体系、名称を整理
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参考情報：酒田市で水防協力団体指定
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東北初！酒田市で水防協力団体指定

○ 「水防協力団体」とは、水防法第36～４０条に規定されており、 水防団等が行う水防活
動の後方支援などの業務を適正かつ確実に行う事が可能と認められる法人または団体
のことで、水防管理者からの指定によりその業務を実施することが出来ます。

○令和7年4月に、酒田市が東北で初めて水防協力団体を指定しました。（1団体：株式会社
テイデイイー）

※本制度の詳細を確認したい場合や、宮城県内での指定等予定がある場合は、東北地方整備局水災害予報センターへ相談ください。

酒田市HPより

水防協力団体制度の体系図

【水防管理者(市町村等)のメリット】
・水防協力団体の活動に要する費用は、団体側が全額負担するので
水防管理者側は無償(費用負担無し）

【水防協力団体のメリット】
・企業としての地元への地域貢献
・市町村等との連携強化
・水防訓練（演習）でのPR など



水防団員・消防団員の減少と高齢化の進行

○全国各地で豪雨災害が頻発している一方、団員の減少、高齢化により地域水防力
の低下が懸念されている。
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